
年度 江戸川区「行政評価」事務事業分析シート

　

平成16年度

 

※係長級以上の職員を対象に実施

 ア 常勤職員

 イ 非常勤職員 　

 ウ 臨時職員 　

《実施の根拠となる法令等》 

・情報セキュリティ改善計画　
・江戸川区情報セキュリティポリシー　

《民間委託やボランティアなどとの協働の状況》　

《その他》

6,829千円

833千円

0.1人

0.0人

0.0人

【人件費と担当職員数】
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　江戸川区全体の情報セキュレベルを向上させる
ため、100%の受講率を目指します。
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事 業 名

(03) 5662-0404 (直通)電話番号

6 20作成日 月

所 属 名

“情報セキュリティ”ｅ-ラーニング

【受講対象者数】

経営企画部　情報政策課　情報企画係

95%88.6%

　主な経費は、ｅ-ラーニング実施のための
システム使用料です。このシステムは、全庁
LAN上で各受講者がパソコンを使って、職場
で受講するものです。受講結果については、
データとして、蓄積・利用でき、受講完了後
実施結果の評価・分析が可能なシステムで
す。教材（設問内容）は、職員の学習効果が
期待できるよう、江戸川区の情報の管理・運
用の実態に合わせた内容となるよう監修して
います。

　
　“情報セキュリティ”ｅ-ラーニングを継続・反
復的に受講することにより、日常的なセキュリティ
対策や個人情報保護に関する基本的理解と意識を高
め、情報セキュリティの維持と向上を図ります。

632人（71.8％）　

３，５０６人

　
（16年度）

　

　ICT（Information and Communication Technology、情報通信におけるコミュニケーションの
重要性を明確化するため、ＩＴからICTを使用）を安全・効率的に利用した行政サービスの推進
するにあたり、情報の適正な管理・運用を確保するため、職員に対する情報セキュリティ教育
の一環として“情報セキュリティ”ｅ-ラーニングを実施し、情報セキュリティの確保・向上を
図ります。
　全庁ＬＡＮの利用者を対象として、「個人情報保護」や「日常的な情報セキュリティ対策」
について実施。５者択一式の設問が80問。全庁ＬＡＮのパソコン上で継続的・繰り返し受講。

◆全庁LANの利用登録者のうち、区職員、学校職員、外郭団
体職員
　《今後、全ユーザーを対象として実施していきます。》
　参考 18.4.1現在区職員　4,207人
                     ユーザー数　4,246人

77.2% 100%

　2,707人
（77.2％）

（16年度）※

　　受講者１人当たりの経費は、
　　2,523円です。

受講率

《事業の開始年度》

内
訳

17年度 17年度

17年度
20年度
目　標 17年度

20年度
目　標

対 象 者

経費の説明

受講成績（平均正答率）成果・目標指標① 成果・目標指標②

受講者数（受講率）活動指標①

17年度
事業実施経費

活動指標②

《事業の目的及び概要》
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　【効率性】

経費を削減できる可能性がある。

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。

 

成果が上がっている。

公費を投じて実施するべき事業である。

　【有効性】

　【公平性】

 

 

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

 

＊非該当

平成１８年度 江戸川区「行政評価」内部評価シート

他の事業と整理、統合する可能性がある。

目的を果たすために有効な事業である。

備　　　考評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点　

2整理番号

所属名

 

事業名

　【必要性】

“情報セキュリティ”ｅ-ラーニング

所 管 課 長 評 価

経営企画部　情報政策課　情報企画係

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。

受益者負担の額は適切である。

対象者や実施回数等は適切である。

　
　情報を扱う上でのセキュリティ確保を徹底するため、ｅ-ラーニングは大きな成果をあげたが、受講率が７
７％という点に課題が残る。全職員に浸透しなければ意義が半減する事業であり、１８年度には受講率１０
０％を実現したい。また、実現後の研修方法には、改めて検討の余地がある。

 

所管部長の意見等

民間事業者への委託等の可能性がある。
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そう思う そう思わない

5 4 3 2 1
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2 2
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10 3経費を削減できる可能性がある。  

外部評価委員の意見

○　適正な情報の管理は区民のためであり、適切なプログラムによる教育の必要性が高いと思う。
　　　継続されるべき事業である。
○　受講した成果は、セキュリティー上の問題が発生しないことだと思う。
○　受講率が低い。もっと徹底して実施するべきである。
○　区職員以外が区の業務に関わることも多くなってくるので、一層必要性が高まると思う。

※評価欄の数字は、各項目の評価点です。

民間事業者への委託等の可能性がある。  

　【効率性】

効率的に実施するために、工夫、改善等の可能性がある。  

受益者負担の額は適切である。 ＊非該当

　【民間活力の活用】　※既に実施している場合は備考欄に表記し、評点は「1」とする。

ボランティアやＮＰＯの活用の可能性がある。  

成果が上がっている。  

　【公平性】

対象者や実施回数等は適切である。  

平成１８年度 江戸川区「行政評価」外部評価シート

整理番号 2 事業名 “情報セキュリティ”ｅ-ラーニング

所属名 経営企画部　情報政策課　情報企画係

評価項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評　点　 備　考

外 部 評 価 委 員 評 価

　【有効性】

　【必要性】

公費を投じて実施するべき事業である。  

他の事業と整理、統合する可能性がある。  

目的を果たすために有効な事業である。  
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